
下水道事業の収益及び費用

○収　益 （単位：千円）

元年度 2年度 3年度

下水道使用料 5,904,425 5,930,134 5,911,798 ▲ 0.3 ％

公設浄化槽使用料 331 349 344 ▲ 1.4 ％

受託工事収益 10,673 12,847 10,714 ▲ 16.6 ％

国府補助金 11,641 18,720 20,720 10.7 ％

他会計負担金 1,727,873 1,863,978 1,788,917 ▲ 4.0 ％

他会計補助金 1,073,876 920,134 1,193,028 29.7 ％

その他営業収益 4,671 5,754 4,441 ▲ 22.8 ％

営業外収益 3,048,626 3,162,870 3,153,671 ▲ 0.3 ％

特別利益 754,979 413,428 97,437 ▲ 76.4 ％

12,537,095 12,328,214 12,181,070 ▲ 1.2 ％

○費　用 （単位：千円）

元年度 2年度 3年度

職員給与費 615,166 601,330 622,189 3.5 ％

支払利息 1,159,510 1,032,688 907,071 ▲ 12.2 ％

減価償却費 6,069,047 6,359,922 6,391,016 0.5 ％

流域負担金 1,622,910 1,603,607 1,762,984 9.9 ％

負担金 16,995 17,491 18,474 5.6 ％

動力費 35,658 36,086 39,633 9.8 ％

委託料 399,594 482,426 426,903 ▲ 11.5 ％

修繕費 91,541 81,045 45,925 ▲ 43.3 ％

補助金 2,427 4,082 2,194 ▲ 46.3 ％

その他 688,700 609,335 262,535 ▲ 56.9 ％

10,701,548 10,828,012 10,478,924 ▲ 3.2 ％

（単位：千円）
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　令和3年度の収益は、他会計補助金が255,656千円（24.1％）、負担金が4,252千円（7.5％）それぞれ増加しまし

たが、下水道使用料が18,336千円（0.3％）、他会計負担金が74,967千円（4.0％）、特別利益が315,991千円

（76.4％）、それぞれ減少したことにより、収益全体では12,181,070千円で、前年度に比べ147,144千円（1.2％）の

減少となりました。

　費用では、負担金が160,360千円（9.9％）、減価償却費が31,094千円（0.5％）、職員給与費が20,859千円

（3.5％）それぞれ増加しましたが、支払利息が125,617千円（12.2％）、委託料が55,523千円（11.5％）、特別損失

が343,788千円（98.8％）、それぞれ減少したことにより、費用全体では10,478,924千円で、前年度に比べ349,088

千円（3.2％） の減少となりました。

　この結果、収支差引額では、1,702,146千円の純利益を計上しています。

　今後も、安定的かつ持続的に下水道サービスを提供し続けるため、「枚方市下水道ビジョン2022」をはじめ、「枚

方市下水道事業経営戦略」や「枚方市下水道整備基本計画」に基づき、計画的に更新・改良を進めるとともに、採

算性を見極めながらの事業決定や事務事業の見直し等に取り組み、持続可能な安定経営に努めます。
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資本的収支

○収　入

元年度 2年度 3年度

　企業債 4,571,200 1,356,050 1,033,900 ▲ 23.8 ％

　工事負担金 94,470 124,149 71,533 ▲ 42.4 ％

　国府補助金 1,648,784 96,605 505,580 423.3 ％

　固定資産売却代金 8,437 71 0 皆減

　他会計負担金 681,563 712,209 602,844 ▲ 15.4 ％

　他会計補助金 0 0 337 皆増

　他会計出資金　 208,299 0 0 - ％

7,212,753 2,289,084 2,214,194 ▲ 3.3 ％

○支　出

元年度 2年度 3年度

　整備事業費 6,222,340 878,274 1,415,081 61.1 ％

　建設改良費 790,218 491,328 550,671 12.1 ％

　固定負債償還金 5,349,181 5,731,314 5,043,502 ▲ 12.0 ％

　固定資産購入費 196,715 171,222 145,659 ▲ 14.9 ％

12,558,454 7,272,138 7,154,913 ▲ 1.6 ％

○資本的収入が資本的支出に不足する額 （単位：千円、税込み）

元年度 2年度 3年度

▲ 5,345,701 ▲ 4,983,054 ▲ 4,940,719

※30年度は、翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する額203,850千円を除く。

（単位：千円）

収支不足額（A）-（B）

（単位：千円、税込み）
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（単位：千円、税込み）
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計（B）

　令和3年度における資本的収支（企業経営活動に係る施設の建設改良及び建設改良に係る企業債償還金など

の支出並びにその財源となる収入）について、収入では国府補助金が増加したものの、企業債や工事負担金など

が減少したことにより、収入全体では2,214,194千円で、前年度に比べ74,890千円（3.3％）減少となりました。

　一方、支出では、整備事業費が536,807千円（61.1％）、建設改良費が59,343千円（12.1％）増加したものの、固

定負債償還金が687,812千円（12.0％）、固定資産購入費が25,563千円（14.9％）それぞれ減少したことにより、支

出全体としては7,154,913千円で、前年度に比べ117,225千円（1.6％）の減少となりました。

　なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額4,940,719千円については、当年度消費税資本的収支調整

額79,217千円、減債積立金58,750千円、損益勘定留保資金4,802,752千円で補てんしました。
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